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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．建設工事において、環境負荷の少ない工事（設計・施工）を行います。

２ ．トラック・重機・車両の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

３ ．事務所・現場における電力使用量の削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

４ ．建設工事及び事務所における廃棄物発生量の削減、再利用及びリサイクルを行います。

５ ．節水活動による水使用量を削減します。

６ ．建設現場における化学物質排出について配慮します。

７ ．事務用品及び調達資材のグリーン購入を推進します。

８ ．環境関連法規及び条例等を遵守します。

. 環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。

環境経営レポート等環境情報について広く外部公表いたします。

株式会社エコグリーン

　　　9

　　　10 .

　”豊かな自然環境を次世代に”を人類共通の認識に立ち、建設会社として環境に配慮した企
業活動の展開を図るために、従業員一人ひとりが建設工事に伴う環境影響を意識して自主的か
つ積極的に環境負荷低減を行い継続的な改善による環境経営を推進します。

2021年11月30日

代表取締役社長 西岡昭憲

改定日：

環境経営方針
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社エコグリーン
代表取締役社長　西岡　昭憲

（２） 所在地
本　　　社 高知県南国市東崎791-1
倉庫 高知県南国市東崎791-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工事部　　　 山本　和典 TEL：088-880-6770FAX:088-880-6772
担当者 総務部 高橋　理恵 TEL：088-880-6770FAX:088-880-6772

Ｅmail:ecogreen2@carol.ocn.ne.jp
（４） 事業内容

建設業(主要工事：法面工事等)
許可業種土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業

ほ装工事業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業
許可番号高知県知事 許可(般－23）第9050号
有効期間令和4年2月1日から令和9年1月31日

（５） 事業の規模
売上高 2022年11月期(2021年12月～2022年11月）

工事件数 33 29 25

（６） 事業年度 12 月 1 日 ～ 11 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社エコグリーン
対象事業所： 本　　　社

倉庫

対象外： なし サイト
活動： 建設業(主要工事：法面工事等)

152
511.4

8,500万円

事務所延べ床面積（㎡）
倉庫　　　　　　（㎡）
敷地面積　　　　（㎡）

2022年11月30日

売上高　　　 (万円）

従業員数　　　 (名）

2020年11月期
17,500

14
59.4
152

511.4

2021年11月期
12,500

14
59.4
152
511.4

2022年11月期
8,500

15
59.4
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

山本和典

高橋理恵
環境委員会

（社内会議に併設）

2022年11月30日

社長 西岡昭憲

事務部 工事部 工事班

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

※水道水の削減：水道の所有者が家主のため把握できない。

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

〇

〇

〇

✕

〇

46,606

廃棄物排出量

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 48,374

総排水量 0 0

0.574

　一般廃棄物排出量 186 156

　産業廃棄物排出量 2,214 1,787

2022年 2023年
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2020年 2021年
評
価

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2 5,414 5,332 4,013
基準年度比 98.5% 79.6% 97.0% 95.5%

5,251 5,170

ＬＰガスによる二酸化炭素
削減

kg-CO2 25 24 19 24 24
基準年度比 99% 78% 97.0% 95.5%

41,003
95.5%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 48,374 47,648 46,606 46,922 46,197
178

一般廃棄物の削減

自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2 42,935 42,291 42,574 41,647
基準年度比 2020年 98.5% 99.2% 97.0%

基準年度比
kg 186 180 156 180

97.0% 83.9% 97.0% 95.5%
産業廃棄物の削減 kg 2,214 2,181 1,787 2,148 2,114

基準年度比 98.5% 80.7% 97.0% 95.5%
100%建設副産物の再資源化率の

向上
% 86% 100% 100%

0水道水の削減(家主所有の
ため把握できない)

㎥ 0 0 0 0
基準年度比 0.0% 0.0% 0.0%

環境に配慮した工事の推進
行動目標（次項による）

基準年度比 95% 66% 92%
グリーン購入 kg 870 827 571 800 783

90%
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□環境経営計画の取組結果とその評価,次年度の計画

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

ＬＰガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 年間通じて25%削減した。工事量が減少したことが影響している。取
組みは進んでいる。原単位目標 〇

・OA機器等不使用時は電源を切る。 ○
・空調の適温化（冷房28℃、暖房20℃)

12月 1月 2月 3月 4月

○
・クールビズの実施 ○
・不要な照明の消灯 △

564 765 798 754 465 404 364

11月

711 1,054 856 683 512 501 804 882 931

5月 6月 7月 8月 9月 10月

589 738 661 420 469

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

931 881 781

12月 1月 2月 3月 4月

数値目標 ✕ 用途が湯沸かしだけで、最小限の使用を心がけている。
年間21%削減した。・お湯を出しっ放しにするなどガスを無駄に使 ○

　使用しない。

0
・

1 1 1 1 1 0 0

11月

1 1 1 1 1 1 1 1 1

5月 6月 7月 8月 9月 10月

0 0 0 1 1
1 1 1

0

500

1,000

1,500

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

1

1

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

LPガス（㎥） 2020年 2021年
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取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

建設機械のＣＯ２排出量を低減します

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

12月 1月 2月 3月 4月

数値目標 ✕ 年間通じて0.7%増加したがほぼ達成した。工事量確保のため遠方
の現場に通勤しており止むを得ないと判断した。取組みは進んでい
る。

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等省エネ運転実施 ○
・過積載をしない ○
・ﾀｲﾔ空気圧等機械の点検整備を行う ○

11月5月 6月 7月 8月 9月 10月
536 723 767

604 720 615 519 513 417 552 523 540 534 676 891
591 702 558 648 555 558 470 613 574

12月 1月 2月 3月 4月

878 796 908 708 747
862 884 905 633 772

5月 6月 7月 8月 9月 10月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

945 966 878
0 845 981 988 977 958 524

11月
786 730 877 845

○

12月 1月 2月 3月 4月

数値目標 ✕ 年間通じて1５％減少した。全て再資源化した。
・ごみの分別を徹底し、リサイクルに努める ○
・両面印刷・両面ｺﾋﾟｰを心がける・裏紙再利用 ○
・文書の電子化を推進し紙を削減する △
・印刷前チェックを行いミスコピーを削減

22 20 7 12 10 15 15

11月
25 20 10 15 12 20 12 17 15

5月 6月 7月 8月 9月 10月

10 15 10 10 10
15 15 10

0

500

1,000

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

ガソリン（L) 2020年

0

500

1,000

1,500

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

軽油（L) 2020年

0

10

20

30

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

建設副産物の再資源化率の向上

建設発生木材は100％再資源化を図る

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月 1月 2月 3月 4月

数値目標 ✕ 年間通じて18％減少した。再資源化率は84％だった。
再資源化の向上に努める。・分別を徹底し、再資源化に努める ○

・マニュフェストにより適正管理する ○
・産業廃棄物はできるだけ再資源化処理業者に ○

11月5月 6月 7月 8月 9月 10月
0 438 372

505 0 0 500 0 0 0 65
0 0 0 585 0 0 0 400 0

0
0

0 0 345 372

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 建設発生木材は100％再資源化している。

・分別の徹底 ○
・再資源化先の開拓 ○
0 0
0

0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ✕ 0
・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○
・燃費のよい自動車の採用 △
・事務用品グリーン購入 △
・在庫管理による不良在庫の削減 ○

達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・技術の継承 ○ 0
・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保 △
・新製品・商品開発

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・環境負荷の少ないリサイクル材、県産品等の ○ 0
・低騒音、排出ガス対策型重機の使用 ○
・型枠、工事看板への間伐材の使用 ○
・法面緑化工事の実施 ○

△
・働き方改革 ○

0

200

400

600

800

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

産業廃棄物（kg） 2020年 2021年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

分別解体などの実施

特定建設作業の実施の提出

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 問題なく行えた 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
マニュフェストの交付
保管場所の表示

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

騒音規制法
振動規制法
グリーン購入法 できる限り環境物品などの購入に努める
高知県環境基本条例 事業者の責務　　　公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

マニュフェスト交付状況報告書作成・知事への提出
建設リサイクル法 再資源化の実施業務

対象建設工事は7日前までに市町村に届出

特定建設作業の実施の提出

2023年5月26日

2022.3.5 本社
本社、工事部社員

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

南国市環境基本条例 事業者の責務　　　公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理
事業者の地球環境保全への取組

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

現場作業開始時に忘れ物に気づき作業が遅れることがある。無駄を無くすため前日の準備と作業手

順の確認と備品の点検の責任者の自覚を促した。

吹付工の定着率は少しづつ良くなっており、追跡調査の実績は出ている。

ＣＯ₂削減に少しでも燃料を少なくする事でもあり、仕事の手順や やり直しの仕事のないように十分な

打ち合わせをして全員に認識させて作業をするように指示をした。

カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21を活

用して、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。
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